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第７回「科学とは何か？〜科学の成り立ち、社会との関わりから科学を考える〜」

「理学部と工学部の歴史的起源

～初期近代における「混合数学」（mixed mathematics）を例に～」

隠岐 さや香

（広島大学大学院 総合科学研究科 准教授）

現代の大学には理学部と工学部がありますが18世紀まで両方とも大学には存在

しませんでした。そして歴史を辿れば、両者——理学と工学——はもともとかなり

異なる文化的、社会的起源を持っています。しかし矛盾するようですが、異な

っている一方で、両者の絡み合いが科学の歴史を形作ってきたという側面もあ

ります。必然的に絡み合うからこそ、西洋の人々はむしろ両者の関係を整理し

ようとつとめ、分野の分類を行いました。こうして様々な制度が作られていき、

今があるのです。

今回のセミナーでは学問のあり方が激しく揺れ動いた「初期近代」と呼ばれる

16－18 世紀頃を中心にその経緯を見ていきたいと思います。
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